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産業厚生常任委員会

総務文教常任委員会

・
町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
給

　与
の
減
額
の
特
例
条
例
の
設

　定
に
つ
い
て

　町
長
２０
％
、
副
町
長
１０
％
、

　教
育
長
５
％
を
月
額
減
額
す

　る
。

・
金
山
町
保
育
所
設
置
条
例
を

　廃
止
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

　い
て

　「
認
定
こ
ど
も
園
」
開
園
に

　伴
い
、
金
山
町
保
育
所
を
閉

　園
し
た
。

・
金
山
町
路
線
バ
ス
設
置
及
び

　管
理
等
に
関
す
る
条
例
の
一

　部
を
改
正
す
る
。

　路
線
バ
ス
始
点
の
見
直
し
を

　し
た
。

・
脳
脊
髄
液
減
少
症
の
医
療
に

　関
す
る
請
願

　医
療
費
の
保
険
適
用
や
制
度

　改
正
、
情
報
公
開
が
必
要
な

　こ
と
か
ら
採
択
さ
れ
た
。

松
田
議
員

　蔵
の
活
用
法

は
。

押
切
環
境
整
備
課
長

　２
，

５
０
０
万
円
は
老
朽
化
し

て
い
る
修
繕
費
で
す
。
活

用
法
に
つ
い
て
は
現
在
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
、
取
り
ま
と
め
を
し
て

い
ま
す
。

寒
河
江
議
員

　町
の
業
者

が
受
注
で
き
る
活
性
化
事

業
が
望
ま
し
の
で
は
な
い

か
。

岸
政
策
財
政
監

　今
回
の

事
業
は
地
元
業
者
が
受
注

で
き
ま
す
。

早
坂
議
員

　ど
の
よ
う
な

「
カ
ラ
オ
ケ
機
器
」な
の
か
。

正
野
産
業
課
長

　通
信
カ

ラ
オ
ケ
を
購
入
し
ま
し
た
。

結
婚
式
な
ど
の
祝
い
の
席

に
は
十
分
対
応
出
来
る
も

の
で
す
。
皆
さ
ん
も
歌
っ

て
く
だ
さ
い
。

須
藤
議
員

　排
水
整
備
が

な
い
と
な
っ
て
い
る
が
、

早
期
の
対
策
を
。

押
切
環
境
整
備
課
長

　地

区
と
の
協
議
を
も
と
に
設

置
可
能
な
方
法
を
検
討
し

ま
す
。

改
善
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　

 

利
用
拡
大
に

改
善
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　

 

利
用
拡
大
に

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

一般会計予算の主な内容一般会計予算の主な内容一般会計予算の主な内容

地
域
活
性
化
交
付
金
は

町
の
業
者
指
定
で
は

地
域
活
性
化
交
付
金
は

町
の
業
者
指
定
で
は

４,９１０万円

６３０万円

２６０万円

４,４２６万円

１,３７９万円

４４４万円

３３３万円

１０５万円

１３１万円

８８万円

● 地方交付金

● 国庫支出金　

● 寄附金

● 各種基金への積立金

● 診療所運営費

● 児童、子ども手当支給事業費

● 町道除雪事業費

● スクールバス管理費

● ホットハウス維持管理費

● 農村環境改善センター備品購入費

歳　　入

歳　　出

補正
予算 全会一致で可決

街なみ環境整備事業費（西田家）など街なみ環境整備事業費（西田家）など

そ
の
他
の
議
案
な
ど

請 

願
（
採
択
１
件
）

（
全
員
賛
成
）

平成２２年度一般会計に
　　　７,０００万円を追加
平成２２年度一般会計に
　　　７,０００万円を追加
平成２２年度一般会計に
　　　７,０００万円を追加

委 員 会 の 活 動 報 告委 員 会 の 活 動 報 告
問

　予
算
額
１
９
０
万
円
を
充
て
て

　子
供
達
に
夢
と
希
望
を
与
え
た
い

　と
す
る
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞
者

　の
講
演
企
画
の
詳
し
い
内
容
は
。

丹
総
務
課
長

　現
段
階
で
は
、
ア
メ

　リ
カ
パ
デ
ュ
ー
大
学
根
岸
英
一
教

　授
を
お
招
き
す
る
べ
く
調
整
に
あ

　た
っ
て
い
る
。
是
非
実
現
し
た
い
。

問

　農
業
委
員
会
に
女
性
の
登
用
を

　進
め
た
い
と
い
う
国
の
意
向
が
強

　く
な
っ
て
い
る
。
ど
う
考
え
る
か
。

小
野
教
学
課
長

　町
と
し
て
、
国
の

　方
針
に
沿
う
よ
う
担
当
課
で
捉
え

　て
い
け
る
か
課
題
で
あ
る
。

問

　町
民
ふ
れ
あ
い
運
動
会
は
、
地

　区
会
に
と
っ
て
人
選
等
に
大
き
な

　悩
み
。
球
技
大
会
に
切
り
替
え
る

　こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
と
の

　声
が
高
い
が
、
ど
う
受
け
止
め
て

　い
る
か
。

教
学
課
長

　難
儀
し
た
が
良
か
っ
た

　と
い
う
声
も
あ
る
。
難
儀
な
部
分

　を
解
消
で
き
る
よ
う
検
討
し
な
が

　ら
、
実
行
委
員
会
等
で
方
向
性
を

　決
め
て
い
き
た
い
。

問

　金
山
高
校
は
、
志
望
者
減
に
よ

　り
２４
年
度
か
ら
の
募
集
が
一
学
級

　制
に
な
る
。「
存
続
を
考
え
る
会
」

　は
全
く
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
。

　こ
れ
か
ら
ど
う
い
う
検
討
体
制
に

　な
る
の
か
。

教
育
長

　今
後
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者

　が
リ
ー
ダ
ー
性
を
発
揮
す
べ
き
と

　考
え
る
。
金
山
高
校
は
、
最
上
地

　区
の
中
で
キ
ャ
ン
パ
ス
制
導
入
の

　も
と
特
色
あ
る
教
育
が
検
討
さ
れ

　て
い
る
。

問

　「
金
山
の
お
宝
検
定
試
験
」
に

　つ
い
て
、
仲
々
面
白
い
活
動
と
思

　う
が
展
開
の
あ
り
方
は
。

教
育
長

　全
国
応
募
型
、
金
山
会
場
、

　を
基
本
に
無
限
の
可
能
性
を
さ
ぐ

　る
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

問

　上
流
に
あ
る
町
と
し
て
、
魚
の

　住
め
る
、
水
遊
び
が
出
来
る
川
づ

　く
り
は
。

押
切
環
境
整
備
課
長

　川
を
き
れ
い

　に
す
る
こ
と
は
非
常
に
大
切
で
あ

　り
、
県
も
支
障
木
を
取
り
除
き
、

　絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
行
っ
て
い

　る
が
よ
り
一
層
運
動
を
広
げ
た
い
。

問

　合
併
浄
化
槽
の
工
事
を
、
早
く

　し
な
い
と
補
助
制
度
が
無
く
な
る

　の
か
。

環
境
整
備
課
長

　町
で
は
、
最
高
一

　一
〇
万
円
ま
で
補
助
金
を
交
付
し

　て
い
る
が
、
現
在
無
く
な
る
と
い

　う
こ
と
は
な
い
。

問

　今
年
の
神
室
ス
キ
ー
場
は
、
雪

　質
も
良
く
ラ
ジ
オ
ス
ポ
ッ
ト
の
イ

　ン
パ
ク
ト
も
あ
り
入
場
者
数
が
増

　え
た
の
で
は
。

高
橋
産
業
課
長
補
佐

　２
月
末
で
、

　リ
フ
ト
の
搬
送
人
数
は
８
万
８
，

　４
７
１
人
で
８４
％
ほ
ど
で
す
。
１

　月
は
雪
処
理
に
追
わ
れ
て
ス
キ
ー

　客
は
増
え
な
か
っ
た
が
、
営
業
終

　了
ま
で
努
力
す
る
。

問

　木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
派
遣
業

　務
委
託
の
内
容
は
。

西
田
環
境
整
備
課
長
補
佐

　今
年
ま

　で
、
県
の
事
業
で
６５
歳
以
上
の
方

　々
を
対
象
に
説
明
を
し
て
き
た
が
、

　耐
震
化
が
進
ま
な
い
た
め
行
う
事

　業
で
あ
る
。

問

　プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
売
を

　休
日
に
出
来
な
い
の
か
。

須
賀
産
業
課
長
補
佐

　多
く
の
方
々

　が
、
購
入
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

一般会計予算の主な内容
西
田
家
の
改
築
箇
所
は

長
野
地
区
の
合
併
浄
化

槽
設
置
の
排
水
整
備
を

西
田
家
の
改
築
箇
所
は

長
野
地
区
の
合
併
浄
化

槽
設
置
の
排
水
整
備
を


